
まちのニュースNEWS&NEWS

2017. 9   広報うちこ  11 広報うちこ   2017. 9  10

「内子座文楽公演」に新たな歴史
豊竹呂太夫さんが襲名披露口上

　

21
回
目
を
迎
え
た「
内
子

座
文
楽
公
演
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
、
源
田
恒つ

ね
お雄

実
行
委

員
長
）は
８
月
19・20
の
両
日
、

内
子
座
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
内
子
座
で
初
め

て
、
豊
竹
英は

な
ふ
さ
だ
ゆ
う

太
夫
改
め
六
代

豊
竹
呂ろ

だ

ゆ

う

太
夫
の
襲
名
披
露
口

上
が
行
わ
れ
、
太
夫
・
三
味

線
・
人
形
遣
い
の
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

演
目
は「
芦あ

し
や
ど
う
ま
ん

屋
道
満
大お

お

内う
ち
か
が
み鑑

」
よ
り
、
道
満
と
技
を

競
っ
た
陰
陽
師
・
安
倍
晴
明

の
母
が
、
信
田
の
狐
で
あ
る

と
の
物
語
を
も
と
に
し
た「
葛

の
葉
子
別
れ
の
段
」
と「
蘭

菊
の
乱
れ
」
―
―
。

　
「
蘭
菊
の
乱
れ
」で
は
、
人

間
国
宝（
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
）
に
内
定
し
て
い
る

人
形
遣
い
・
吉
田
和か

ず
お生

さ
ん

が
、
家
族
と
の
突
然
の
別
れ

に
心
が
乱
れ
る「
葛
の
葉
」

を
熱
演
し
ま
し
た
。
花
道
と

和
ろ
う
そ
く
を
使
っ
た
初
め

て
の
演
出
も
あ
り
、
内
子
座

文
楽
に
新
し
い
歴
史
を
刻
む

公
演
と
な
り
ま
し
た
。

1_呂太夫さん（左から２人目）の襲名披露口上。文楽の口上は本
人がしない。右側から豊竹呂

ろ せ だ ゆ う

勢太夫さん、鶴澤清
せいすけ

介さん、吉田和生
さんの順にあいさつした　2_花道と和ろうそくを使った「蘭菊の
乱れ」の一幕　3_吉田さんは公演の成功を祈って人形で乾杯
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「
第
13
回
内
子
町
子
供
相
撲

大
会
」（
内
子
町
教
育
委
員
会

他
主
催
）が
８
月
８
日
、
内
子

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

町
内
６
つ
の
小
学
校
か
ら

１
０
８
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

夏
恒
例
の
熱
い
大
会
で
、

負
け
て
悔
し
涙
を
流
す
選
手

も
―
―
。
観
客
は
小
さ
な
力

士
た
ち
の
力
と
技
の
ぶ
つ
か

り
合
い
に
、
大
き
な
声
援
と

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
内
子
小
学

校
Ａ
チ
ー
ム
が
５
連
覇
を
達

成
。
個
人
の
部
の
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

小
さ
な
力
士
た
ち
の
相
撲
大
会

内
子
小
Ａ
チ
ー
ム
が
団
体
戦
５
連
覇
！

1_両者譲らない白熱した取り組みが続いた　
2_チームの勝利に手を叩いて喜ぶ

男子 女子

１年生 河野　桃
と う や

矢くん（天神） 前田　京
きょうか

香さん（天神）

２年生 大野　智
と も き

輝くん（天神） 弦田　彩
あ や な

那さん（内子）

３年生 髙森　一
か ず き

輝くん（内子） 高岡幸
こ と は

音羽さん（大瀬）

４年生 宮田　晃
あ き と

和くん（内子） 柴田　陽
は る な

菜さん（立川）

５年生 織田　優
ゆうせい

晴くん（内子） 都築　佑
ゆ か

佳さん（五十崎）

６年生 二宮　颯
りゅうと

聖くん（内子） 大野なつきさん（天神）

■個人の部優勝者
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内
子
小
学
校
自
転
車
チ
ー
ム
が
大
健
闘

全
国
大
会
で
団
体
４
位
に
入
賞

　
「
第
52
回
交
通
安
全
子
供

自
転
車
全
国
大
会
」（
全
日

本
交
通
安
全
協
会
主
催
）が

８
月
９
日
、
東
京
都
で
開
か

れ
、
団
体
の
部
で
４
位
、
個

人
の
部
で
松
浦
玄げ

ん
た武

く
ん
が

８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
小
学
校
児
童
の

自
転
車
事
故
防
止
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
、
今

年
は
全
国
１
１
７
８
チ
ー
ム

が
参
加
。
地
区
大
会
と
都
道

府
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
47

３

チ
ー
ム
１
８
８
人
の
選
手
が

全
国
大
会
に
出
場
し
、
交
通

安
全
の
知
識
や
自
転
車
走
行

の
技
能
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
に
は
六
日
市
自

治
会
館
で
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
選
手
た
ち
の
快
挙
を
祝

い
ま
し
た
。
松
浦
く
ん
は「
大

会
で
は
学
科
を
頑
張
っ
た
。

難
し
い
問
題
も
、
諦
め
ず
に

回
答
し
た
。
４
人
で
力
を
合

わ
せ
て
団
体
４
位
に
な
れ
て

う
れ
し
い
」と
喜
び
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
し
た「
木
蝋
ク
レ

ヨ
ン
を
作
ろ
う
」
は
８
月
27

日
、
木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
学
芸
員
か
ら
木
蝋
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、

さ
っ
そ
く
ク
レ
ヨ
ン
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
湯
煎
で
溶

か
し
た
生
蝋
に
、
絵
の
具
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
着
色
。
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
る
と
、
色

と
り
ど
り
の
ク
レ
ヨ
ン
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
内
子
小

５
年
生
の
一
宮
も
こ
さ
ん
は

「
意
外
と
簡
単
で
楽
し
か
っ

た
。
ス
イ
カ
や
ア
サ
ガ
オ
を

描
き
た
い
」と
、
で
き
た
て
の

ク
レ
ヨ
ン
を
大
事
そ
う
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
、

西
村
教
授
の
講
演
会
の
様
子

完
成
し
た
木
蝋
ク
レ
ヨ
ン
を
並
べ
て
、

う
れ
し
そ
う
に
笑
う
男
の
子

夏
休
み
最
後
の
思
い
出
に
―
―

上
芳
我
で
木
蝋
ク
レ
ヨ
ン
作
り

歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

計
画
策
定
に
向
け
て
委
員
会
が
始
動
―
―

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基

づ
く「
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
」の
認
定
を
目
指
す

内
子
町
は
８
月
24
日
、「
第
１

回
策
定
委
員
会
」を
内
子
自

治
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　
「
歴
史
的
風
致
」と
は
、
地

域
の
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し

た
営
み
と
、
歴
史
的
価
値
の

高
い
建
造
物
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
つ
く
る
環
境
を
い
い

ま
す
。
同
計
画
の
策
定
は
、

ま
ち
の
新
た
な
価
値
の
創
出

や
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
東
京
大
学
都
市

デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
西
村

幸ゆ
き
お夫

教
授
を
中
心
に
、
内
子

町
の「
歴
史
的
風
致
」に
つ
い

て
協
議
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

１
．
全
国
大
会
で
も
落
ち
着
い
た
走
行
を
見
せ
た
　
２
．
祝
賀
会
で
は
（
左
か
ら
）

松
浦
く
ん
、
宮
内
美み

き姫
さ
ん
、
河
内
友ゆ

り里
さ
ん
、
松
岡
涼り

ょ
う
た太

く
ん
に
記
念
品
を
贈
呈
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